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総
額
で
は
約
４
６
４
３
万
円
減
収
を

見
込
ん
で
い
る
。

Ｑ　

所
得
譲
与
税
減
額
に
よ
る
市
事

業
へ
の
影
響
は
。

Ａ　

税
源
移
譲
に
よ
り
、
収
入
総
額

は
変
ら
な
い
た
め
、
影
響
は
な
い
。

Ｑ　

個
人
市
民
税
の
非
課
税
限
度
額

は
。

Ａ　

左
表
の
と
お
り
。

◆
市
税
条
例
の
一
部
改
正

Ｑ　

税
源
移
譲
に
よ
る
個
人
市
民
税

へ
の
影
響
額
と
市
民
負
担
は
。

　

住
宅
耐
震
改
修
に
よ
る
固
定
資
産

税
減
額
制
度
の
周
知
方
法
と
改
修
に

よ
る
家
屋
評
価
額
へ
の
影
響
は
。
ま

た
、
固
定
資
産
税
の
負
担
調
整
措
置

に
よ
る
影
響
額
は
。

Ａ　

個
人
市
民
税
へ
の
影
響
額
は
、

所
得
割
税
率
の
比
例
税
率
化
で
約

７
億
６
７
０
０
万
円
増
額
、
分
離
課

税
の
税
率
割
合
変
更
で
約
２
千
万
円

減
額
を
見
込
ん
で
い
る
が
、
市
民
負

担
に
は
影
響
な
い
も
の
と
考
え
る
。

　

耐
震
改
修
に
よ
る
減
額
制
度
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
周
知
し
て
い
く

が
、
改
修
に
よ
る
家
屋
評
価
額
へ
の

影
響
は
な
い
。
ま
た
、
固
定
資
産
税

Ｑ　

定
率
減
税
廃
止
に
よ
る
影
響
額

は
。
固
定
資
産
税
の
負
担
調
整
措
置

対
象
用
地
の
割
合
と
額
は
。

Ａ　

定
率
減
税
廃
止
に
よ
る
影
響
額

は
約
４
億
２
７
０
０
万
円
、
一
人
当

た
り
約
１
万
２
０
０
０
円
と
見
込
ん

で
い
る
。
負
担
調
整
措
置
の
対
象
用

地
は
約
34
％
で
、
約
４
７
０
０
万
円

増
額
を
見
込
ん
で
い
る
。

Ｑ　

個
人
市
民
税
が
課
税
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
方
々
へ
の
対
応
は
。
ま
た
、

マ
ン
シ
ョ
ン
等
の
耐
震
改
修
は
減
税

対
象
に
な
る
の
か
。

Ａ　

納
税
相
談
等
で
対
応
し
て
い
く
。

マ
ン
シ
ョ
ン
等
も
対
象
に
な
る
。

◆
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改

正Ｑ　

控
除
額
引
き
下
げ
に
影
響
を
受

け
る
人
数
と
影
響
額
は
。

Ａ　

約
７
千
人
を
想
定
し
、
平
成
17

年
度
比
で
、
18
年
度
が
約
３
６
０
０

万
円
、
19
年
度
が
約
６
７
０
０
万
円

の
増
額
を
見
込
ん
で
い
る
。

Ｑ　

モ
デ
ル
ケ
ー
ス
（
65
歳
以
上
の

夫
婦
、
年
金
収
入
２
４
０
万
円
）
で

の
税
額
は
。

Ａ　

右
下
表
の
と
お
り
。

◆
平
成
17
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

Ｑ　

小
中
学
校
ア
ス
ベ
ス
ト
防
除

事
業
の
進
捗
状
況
は
。
リ
サ
イ
ク
ル

プ
ラ
ザ
建
設
事
業
費
の
増
額
原
因
と

な
っ
た
地
下
構
造
物
と
は
。

Ａ　

防
除
事
業
は
平
成
18
年
４
月
末

ま
で
に
、
す
べ
て
完
了
し
て
い
る
。

地
下
構
造
物
は
焼
却
炉
の
残
存
物
と

考
え
ら
れ
る
。

Ｑ　

寄
附
金
の
使
い
方
と
募
る
た
め

の
施
策
は
。

Ａ　

寄
附
い
た
だ
い
た
方
々
の
意
向

に
沿
っ
て
基
金
に
積
立
て
て
い
る
。

ま
た
、
募
る
た
め
の
施
策
と
し
て
は
、

み
ど
り
の
基
金
に
お
い
て
募
金
箱
を

設
置
し
て
い
る
。

　

こ
の
度
、
私
ど
も
両
名
は
、

５
月
臨
時
会
に
お
い
て
、
議
長

並
び
に
副
議
長
に
就
任
い
た
し

ま
し
た
。

　

今
後
は
、
職
責
の
重
要
性
を

深
く
認
識
し
、
厳
正
中
立
、
公

平
を
旨
と
し
て
円
滑
な
議
会
運

営
に
努
め
、
市
民
福
祉
の
向
上

と
市
政
発
展
の
た
め
に
全
力
を

尽
く
す
覚
悟
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
様
に
は
、
今
後
と
も
変
ら

ぬ
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
心

か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
、
就
任

の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

そ
の
ほ
か
の
議
案

・
平
成
17
年
度
特
別
会
計
補
正
予
算
（
下
水
道
事
業
・
老
人
保
健
・
狭
山
市

駅
東
口
土
地
区
画
整
理
事
業
・
介
護
保
険
）

・
固
定
資
産
評
価
員
の
選
任
（
斉
藤
祐
司　

氏
）

改正後 改正前

均等割額 144万9千円 145万8千円

所得割額 172万円 175万円

税　額

平成18年度 9万2700円

平成19年度 9万7200円

平成20年度 10万2300円

　

地
方
税
法
が
個
人
住
民
税
へ
の
税
源
移
譲
な
ど
を
内
容
と
し
て
改

正
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
市
税
条
例
を
一
部
改
正
す
る
議
案
が
提
出

さ
れ
ま
し
た
。
審
議
結
果
は
、
こ
の
議
案
を
含
む
８
議
案
す
べ
て
を

承
認
（
同
意
含
む
）
い
た
し
ま
し
た
。

5

月

臨

時

会

主
な
議
案
審
議︵
本
会
議
︶

﹁
三
位
一
体
改
革
﹂
に
よ
る

　
　
　
　
　

税
源
移
譲
が
本
格
化

　
　
　
　
　

ｰ
 

市
税
条
例
の
一
部
改
正 ｰ

﹁
三
位
一
体
改
革
﹂
に
よ
る

　
　
　
　
　

税
源
移
譲
が
本
格
化

　
　
　
　
　

ｰ
 

市
税
条
例
の
一
部
改
正 ｰ

栗原　武 副議長 田村　秀二 議長

正
・
副
議
長　

就
任
あ
い
さ
つ

夫婦・子供２人の世帯の
非課税限度額

モデルケースでの国保税額

（ 2 ）



委 員 会 等 の 構 成
常 任 委 員 会

委 員 長

副 委 員 長

奥 　 冨 　 喜 　 康

小 谷 野 　 　 剛

向 　 田 　 千 寿 子

手 　 島 　 秀 　 美

内 笹 井 　 　 務

渡 　 辺 　 智 　 昭

大 　 沢 　 正 　 一

田 　 村 　 秀 　 二

委 員 長

副 委 員 長

宮 　 寺 　 完 　 二

吉 　 池 　 美 耶 子

栗 　 原 　 　 武

東 　 山 　 　 徹

中 　 川 　 　 浩

斉 　 藤 　 壮 　 伍

大 　 沢 　 え み 子

猪 　 股 　 嘉 　 直

岩 　 田 　 三 　 司

委 員 長

副 委 員 長

斉 　 藤 　 壮 　 伍

小 谷 野 　 　 剛

宮 　 寺 　 完 　 二

磯 　 野 　 和 　 夫

伊 　 藤 　 　 彰

内 笹 井 　 　 務

東 　 山 　 　 徹

大 　 島 　 政 　 教

猪 　 股 　 嘉 　 直

奥 　 冨 　 喜 　 康

委 員 長

副 委 員 長

伊 　 藤 　 　 彰

磯 　 野 　 和 　 夫

高橋ブラクソン  久美子

中 　 村 　 正 　 義

大 　 島 　 政 　 教

広 　 森 　 す み 子

尾 　 崎 　 忠 　 也

吉 　 沢 　 永 　 次

武 　 藤 　 喜 　 八

議 会 運 営 委 員 会 建 設 委 員 会

総 務 経 済 委 員 会 文 教 厚 生 委 員 会

（平成18年6月21日現在）

会 　 　 派
志政会（10名）

奥　冨　喜　康

小谷野　　剛

宮　寺　完　二

東　山　　徹

中　村　正　義

尾　崎　忠　也

吉　沢　永　次

岩　田　三　司

武　藤　喜　八

田　村　秀　二

◎

未来フォーラム（4名）

手　島　秀　美

栗　原　　武

伊　藤　　彰

吉　池　美耶子

◎

公明党（4名）

斉　藤　壮　伍

向　田　千寿子

磯　野　和　夫

渡　辺　智　昭

◎

日本共産党（4名）

広　森　すみ子

内笹井　　務

大　沢　えみ子

猪　股　嘉　直

◎

プロジェクト 21（3名）

大　島　政　教

中　川　　浩

大　沢　正　一

◎

無所属（1名）

高橋ブラクソン  久美子
◎会派代表者

（ 3 ）
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割
賦
償
還
し
た
場
合
の
利
息
と
総
額
、

年
度
ご
と
の
償
還
額
は
。
ま
た
、
分

担
金
で
行
わ
れ
る
業
務
内
容
は
。

　

公
益
施
設
等
譲
渡
代
金
の
内
訳
と

確
定
時
期
は
。

Ａ　

利
息
は
２
・
２
％
（
公
益
施
設

等
譲
渡
代
金
は
２
・
４
％
）
を
想
定

し
、
総
額
１
０
１
億
５
０
０
０
万
円

を
見
込
ん
で
い
る
。
年
度
ご
と
の
償

還
額
は
多
い
時
期
で
７
億
円
を
想
定

し
て
い
る
。
分
担
金
で
の
業
務
は
権

利
者
の
調
整
業
務
等
で
あ
る
。

　

公
益
施
設
等
譲
渡
代
金
は
土
地
費
、

建
物
費
を
合
算
し
た
も
の
で
、
竣
工

後
の
確
定
契
約
で
額
が
確
定
す
る
。

Ｑ　

第
二
環
境
セ
ン
タ
ー
建
設
時
の

借
入
額
及
び
年
度
ご
と
の
償
還
額
は
。

Ａ　

総
額
93
億
１
４
６
０
万
円
を
借

り
入
れ
、
年
度
ご
と
の
償
還
額
は
多

い
時
期
で
約
９
億
６
０
０
０
万
円
で

あ
る
。

Ｑ　

狭
山
市
駅
西
口
再
開
発
事
業
の

債
務
負
担
行
為
設
定
に
よ
る
市
財
政

へ
の
影
響
は
。
ま
た
、
市
内
自
動
車

製
造
企
業
が
新
工
場
を
建
設
し
た
場

合
の
市
税
収
入
へ
の
影
響
は
。

Ａ　

双
方
と
も
大
き
な
影
響
が
あ
る

も
の
と
は
考
え
て
い
な
い
。

Ｑ　

当
初
予
算
で
な
く
、
補
正
予
算

で
、
し
か
も
認
可
前
の
こ
の
時
期
に

計
上
し
た
理
由
は
。

Ａ　

近
々
、
国
土
交
通
大
臣
の
事
業

認
可
が
得
ら
れ
る
見
込
み
で
あ
り
、

認
可
後
、
円
滑
な
事
業
推
進
を
図
っ

ま
で
に
要
す
る
期
間
は
。

Ａ　

認
定
者
数
は
１
２
０
人
を
見
込

み
、
該
当
者
に
は
既
に
通
知
済
み
で

あ
る
。
審
査
会
開
催
は
当
初
月
２
回

程
度
を
予
定
し
て
い
る
。
ま
た
、
利

用
決
定
通
知
は
認
定
後
１
カ
月
程
度

で
出
せ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

◆
交
通
傷
害
保
障
条
例
の
廃
止

Ｑ　

平
成
17
年
度
の
加
入
状
況
等
の

実
績
は
。

Ａ　

左
表
の
と
お
り
。

Ｑ　

障
害
者
等
に
保
険
料
を
助
成
し

て
き
た
保
険
制
度
を
廃
止
す
る
理
由

と
今
後
の
障
害
者
等
へ
の
対
応
は
。

Ａ　

加
入
率
低
下
等
も
考
慮
し
、
事

業
評
価
す
る
中
で
判
断
し
た
。
今
後
、

障
害
者
等
に
は
民
間
保
険
会
社
の
保

険
を
利
用
い
た
だ
き
た
い
。

　

反
対
討
論　

猪
股　

嘉
直　

議
員

◆
平
成
18
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

Ｑ　

狭
山
市
駅
西
口
再
開
発
事
業
に

か
か
る
市
街
地
環
境
整
備
分
担
金
を

て
い
く
た
め
で
あ
る
。

Ｑ　

市
街
地
環
境
整
備
分
担
金
が
概

算
額
と
な
っ
て
い
る
理
由
と
、
実
際

の
額
が
概
算
額
よ
り
増
え
る
こ
と
は

あ
る
の
か
。

Ａ　

分
担
金
対
象
事
業
の
詳
細
設
計

が
未
実
施
の
た
め
、
概
算
額
と
な
っ

て
い
る
が
、
そ
の
額
23
億
８
６
０
０

万
円
が
上
限
と
考
え
て
お
り
、
こ
れ

以
上
に
な
る
要
因
は
な
い
。

Ｑ　

都
市
再
生
機
構
の
割
賦
制
度
を

利
用
す
る
優
位
性
は
。

Ａ　

機
構
の
割
賦
制
度
は
地
方
債
に

お
け
る
政
府
資
金
に
準
じ
た
利
率
が

予
定
さ
れ
て
い
る
。

Ｑ　

都
市
再
開
発
法
で
「
自
治
体
が

受
け
る
利
益
の
範
囲
内
に
お
い
て
」

分
担
金
を
支
出
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
が
、
こ
の
利
益
と
は
。

Ａ　

交
通
利
便
性
の
向
上
等
の
相
乗

効
果
と
し
て
、
地
域
流
入
人
口
の
増

加
や
駅
周
辺
の
地
価
水
準
の
向
上
を

の
で
あ
る
。
期
間
は
労
働
組
合
法
に

よ
り
３
年
を
超
え
る
こ
と
が
で
き
な

い
た
め
、
３
年
と
し
た
。
ま
た
、
支

給
額
は
逆
転
し
な
い
。

Ｑ　

特
例
条
例
の
根
拠
と
な
る
計
画

は
。
ま
た
、
勤
勉
手
当
の
趣
旨
か
ら

削
減
に
格
差
を
つ
け
る
べ
き
で
は
。

Ａ　

行
財
政
集
中
改
革
プ
ラ
ン
に
も

示
し
て
あ
り
、
部
長
職
、
次
長
職
の

職
員
の
賛
同
を
得
て
実
施
す
る
も
の

で
あ
る
。
勤
勉
手
当
は
格
差
を
つ
け

た
う
え
で
、
一
律
削
減
す
る
。

Ｑ　

職
員
身
分
に
か
か
わ
る
こ
と
へ

の
今
後
の
対
応
は
。

Ａ　

労
使
間
の
基
本
原
則
に
基
づ
き

交
渉
し
て
い
く
。

◆
障
害
認
定
審
査
会
委
員
の
定
数
等

を
定
め
る
条
例

Ｑ　

認
定
者
数
の
見
込
み
と
該
当
者

へ
の
周
知
は
。
審
査
会
開
催
の
頻
度

は
。
ま
た
、
認
定
後
か
ら
制
度
利
用

◆
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

（
嵯
峨
座
晴
夫　

氏
）

Ｑ　

委
員
の
年
齢
上
限
と
女
性
の
教

育
委
員
は
。

Ａ　

年
齢
は
再
任
の
場
合
75
歳
が
目

安
で
あ
り
、
女
性
委
員
は
５
人
の
う

ち
１
人
で
あ
る
。

◆
一
般
職
の
職
員
の
期
末
手
当
及
び

勤
勉
手
当
の
額
の
特
例
条
例

Ｑ　

市
の
財
政
状
況
へ
の
認
識
と
部

長
職
、
次
長
職
の
職
員
の
期
末
手
当

等
減
額
期
間
を
３
年
と
し
た
理
由
は
。

ま
た
、
こ
の
減
額
で
期
末
手
当
等
支

給
額
が
課
長
職
の
職
員
と
逆
転
し
て

し
ま
う
こ
と
は
。

Ａ　

期
末
手
当
等
減
額
は
現
在
の
財

政
状
況
に
よ
る
も
の
で
な
く
、
財
政

健
全
化
計
画
の
一
環
で
実
施
す
る
も

加 入 者 数 3万3965人

保 険 料 1796万5730円

支払い件数 254件

支払い額 1101万円

　

狭
山
市
駅
西
口
再
開
発
事
業
に
伴
う
債
務
負
担
行
為
を
設
定
等
す

る
た
め
、
平
成
18
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
が
議
案
と
し
て
提
出
さ

れ
ま
し
た
。
審
議
結
果
は
、
こ
の
議
案
を
含
む
市
長
提
出
議
案
12
件

の
ほ
か
、
議
員
提
出
議
案
２
件
を
す
べ
て
可
決
（
同
意
含
む
）
い
た

し
ま
し
た
。

６

月

定

例

会

狭
山
市
駅
西
口
再
開
発
に
伴
う

　
　
　
　

債
務
負
担
行
為
を
設
定

狭
山
市
駅
西
口
再
開
発
に
伴
う

　
　
　
　

債
務
負
担
行
為
を
設
定

主
な
議
案
審
議︵
本
会
議
︶

保険の状況（17年度）

智光山・花菖蒲園
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■■■■■■ 想
定
し
て
い
る
。

Ｑ　

狭
山
市
駅
西
口
再
開
発
事
業
は

都
市
再
生
機
構
が
施
行
す
る
も
の
だ

が
、
市
と
し
て
の
か
か
わ
り
方
は
。

ま
た
、
工
期
延
長
で
負
担
額
が
増
額

す
る
心
配
は
。

Ａ　

市
の
重
要
施
策
と
し
て
、
市
民

の
理
解
を
得
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い

く
。
工
期
延
長
が
な
い
よ
う
工
程
管

理
を
し
て
い
く
。

Ｑ　

狭
山
市
駅
前
の
公
益
施
設
で
見

込
む
集
客
数
は
。

Ａ　

集
客
実
績
の
あ
る
公
民
館
だ
け

で
な
く
、
複
合
的
機
能
を
持
た
せ
る

こ
と
で
集
客
を
目
指
し
て
い
く
。

Ｑ　

西
口
再
開
発
事
業
に
つ
い
て
、

市
民
に
理
解
を
得
る
た
め
の
施
策
は
。

Ａ　

今
後
開
催
予
定
で
あ
る
市
民
懇

話
会
の
中
で
も
触
れ
て
い
く
。
ま
た
、

事
業
認
可
後
は
各
種
団
体
へ
の
概
要

説
明
も
展
開
し
て
い
き
た
い
。

　

反
対
討
論　

大
島　

政
教　

議
員

　
　

〃　
　
　

内
笹
井　

務　

議
員

　

賛
成
討
論　

中
村　

正
義　

議
員

　

基
地
関
係
市
町
村
の
行
財
政
運
営
は
、
基
地
所
在
に
伴
う
特
殊
な
財
政

需
要
の
増
大
等
に
よ
り
大
変
厳
し
い
状
況
に
あ
り
、
国
に
よ
る
基
地
対
策

の
さ
ら
な
る
充
実
が
必
要
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

記

１　

基
地
交
付
金
及
び
調
整
交
付
金
に
つ
い
て
は
、
平
成
19
年
度
予
算
に

お
い
て
増
額
措
置
を
講
ず
る
と
と
も
に
、
基
地
交
付
金
の
対
象
資
産
を

拡
大
す
る
こ
と
。

２　

基
地
周
辺
対
策
経
費
の
所
要
額
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
各
事
業
の

補
助
対
象
施
設
及
び
範
囲
を
拡
大
す
る
こ
と
。
特
に
、
特
定
防
衛
施
設

周
辺
整
備
調
整
交
付
金
に
つ
い
て
は
、
平
成
19
年
度
予
算
に
お
い
て
増

額
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

・
文
化
財
保
護
条
例
の
一
部
改
正

・
埼
玉
県
市
町
村
職
員
退
職
手
当
組
合
の
共
同
処
理
す
る
事
務
の
変
更
及
び

規
約
変
更

・
市
道
路
線
の
認
定
（
１
件
）、
廃
止
（
２
件
）　

ほ
か

そ
の
ほ
か
の
議
案

基
地
対
策
予
算
の
増
額
等
を
求
め
る
意
見
書
︵
要
約
︶

　

現
在
、
消
費
者
金
融
、
信
販
会
社
、
銀
行
な
ど
複
数
業
者
か
ら
返
済
能

力
を
超
え
た
借
り
入
れ
を
し
、
苦
し
ん
で
い
る
多
重
債
務
者
が
後
を
絶
た

ず
、
社
会
問
題
化
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
背
景
に
は
、
貸
金
業
規
制
法
の
「
み
な
し
弁
済
」
規
定
を
適

用
さ
せ
、
利
息
制
限
法
の
上
限
（
年
15
〜
20
％
）
は
上
回
る
が
、
出
資
法

の
上
限
（
年
29.

・
２
％
、
日
賦
貸
金
業
者
及
び
電
話
担
保
金
融
は
年
54
・

75
％
）
よ
り
低
い
金
利
、
い
わ
ゆ
る
「
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
金
利
」
で
営
業
す

る
貸
金
業
者
が
多
い
と
い
う
実
態
が
あ
る
。

　

国
で
は
、
平
成
19
年
１
月
を
目
途
に
出
資
法
等
の
上
限
金
利
を
見
直
す

と
し
て
い
る
が
、
こ
の
見
直
し
時
期
を
と
ら
え
、
借
受
者
の
不
安
を
一
日

で
も
早
く
解
消
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

記

１　

出
資
法
の
上
限
金
利
を
利
息
制
限
法
の
制
限
金
利
ま
で
引
き
下
げ
る

こ
と
。

２　

貸
金
業
規
制
法
第
43
条
の
「
み
な
し
弁
済
」
規
定
を
撤
廃
す
る
こ
と
。

３　

出
資
法
に
お
け
る
日
賦
貸
金
業
者
及
び
電
話
担
保
金
融
に
対
す
る
特

例
金
利
を
廃
止
す
る
こ
と
。

出
資
法
及
び
貸
金
業
規
制
法
の
改
正
に
関
す
る
意
見
書

　市公式モバイルサイトで議会

情報がご覧いただけるようにな

りました。

　また、ホームページでは議案

の内容もご覧いただけるように

なりました。

議
員
提
出
議
案

◆
基
地
対
策
予
算
の
増
額
等
を
求
め

る
意
見
書
の
提
出

　
　

提
出
議
員　

奥　

冨　

喜　

康

◆
出
資
法
及
び
貸
金
業
規
制
法
の
改

正
に
関
す
る
意
見
書
の
提
出

　
　

提
出
議
員　

奥　

冨　

喜　

康

︵
要
約
︶

議会情報が　　　
　ご覧になれます
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